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お
め
で
と
う
！
第
72
代
横
綱
稀
勢
の
里
関
！

　
大
相
撲
一
月
場
所
で
初
優
勝

し
、
第
72
代
横
綱
に
昇
進
し
た

稀
勢
の
里
関
の
祝
賀
パ
レ
ー
ド
、

牛
久
市
市
民
栄
誉
賞
贈
呈
式
、

祝
賀
会
を
２
月
18
日
に
行
い
ま

し
た
。
祝
賀
パ
レ
ー
ド
と
市
民

栄
誉
賞
贈
呈
式
に
は
、
合
わ
せ

て
約
５
万
人
が
参
加
し
、
沿
道

や
会
場
か
ら
大
声
援
が
送
ら
れ

ま
し
た
。
祝
賀
パ
レ
ー
ド
は
、

牛
久
駅
東
口
交
差
点
か
ら
け
や

き
通
り
を
通
り
、
牛
久
市
役
所

ま
で
の
約
８
３
０
ｍ
の
区
間
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
稀

勢
の
里
後
援
会
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

手
旗
も
１
５
０
０
本
配
布
さ
れ
、

手
作
り
の
稀
勢
の
里
グ
ッ
ズ
と

と
も
に
、
パ
レ
ー
ド
に
花
を
添

え
ま
し
た
。

　
パ
レ
ー
ド
市
役
所
到
着
後
、

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
市
民
栄
誉
賞

贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
牛

久
市
が
市
民
栄
誉
賞
を
贈
呈
す

る
の
は
、ソ
ウ
ル
五
輪
レ
ス
リ
ン

グ
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
小
林
孝
至

さ
ん
に
続
き
、２
人
目
で
す
。
贈

呈
式
で
は
、
根
本
市
長
か
ら
表

 　　　 第72代横綱 稀勢の里関より
　　　　　　牛久市民の皆様へ

　牛久市の皆様、この度は初場所の優勝そして横綱へ

と昇進することができました。これもひとえに皆様の

応援のおかげだと思っています。特に牛久市民の方々

には沢山の応援をいただきありがとうございます。先

日行われたパレードでは沢山の方々にお越しいただき、

多くのご声援をありがとうございました。これからも

一生懸命稽古に励み、横綱の地位を汚さぬよう精進い

たします。これからも応援よろしくお願いいたします。

彰
状
お
よ
び
記
念
章
、
褒
賞
金

が
贈
ら
れ
、
ま
た
、
親
善
友
好

都
市
宮
城
県
色
麻
町
か
ら
お
祝

い
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
記
念

章
は
稀
勢
の
里
関
が
お
母
さ
ん

の
裕
美
子
さ
ん
に
掛
け
て
あ
げ

る
一
幕
も
。
そ
の
後
、
く
す
玉
開

き
、
万
歳
三
唱
が
行
わ
れ
、
会

場
は
大
歓
声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
市
民
栄
誉
賞
贈
呈
式
終
了

後
、
祝
賀
会
が
シ
ャ
ト
ー
カ
ミ

ヤ
に
て
行
わ
れ
、
後
援
会
員
と

牛
久
市
民
、
関
係
者
合
わ
せ
て

約
１
０
０
０
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
祝
賀
会
で
は
、
後
援
会
か

ら
激
励
金
や
花
束
、
一
貫
貼
り

の
か
ご
が
贈
ら
れ
、
牛
久
第
二

小
学
校
か
ら
は
全
校
生
の
書
い

た
色
紙
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
乾

杯
の
後
、
サ
イ
ン
会
や
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
も
行
わ
れ
、
参
加
者
た

ち
は
横
綱
と
の
交
流
に
大
興
奮

で
し
た
。

　
今
月
行
わ
れ
る
大
相
撲
三
月

場
所
で
の
横
綱
稀
勢
の
里
関
の

活
躍
を
期
待
し
、
牛
久
か
ら
大

声
援
を
送
り
ま
し
ょ
う
！

牛久市役所入り口前の祝賀パレードの様子

平成29年2月9日横綱昇進
牛久市役所表敬訪問

市民栄誉賞贈呈式の会場の様子

祝賀パレードのセレモニーの様子
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寄贈された横綱の手形と署名が

刻まれた記念碑。

関正夫稀勢の里郷土後援会会長

　稀勢の里関の横綱昇進を心からお祝い申し上

げます。地元後援会、県民のみならず国内の相撲

ファンにとって本当にうれしいニュースです。先日の祝賀パ

レード、牛久市民栄誉賞贈呈式、祝賀会では、地元牛久市の

皆さんの熱い思いを強く感じ感動いたしました。稀勢の里関

の相撲への真摯な取り組み、真っ向勝負を貫く姿勢は誰もが

認めるところです。今後さらに活躍してほしいと思います。

田子ノ浦伸一親方

　 稀 勢 の 里 が 横 綱 に あ

がって本当に嬉しく思い

ますが、これからが本当の意味での

勝負だと思います。稀勢の里には市

民の皆様の応援が一番の力の源だ

と思います。これからも稀勢の里の

応援よろしくお願いします。

ご両親

萩原貞彦さん、裕美子さん

今回、市民栄誉賞を受賞したこ

とは、市民の皆さんに喜びを与えたということ

で非常に喜ばしいことです。今後は、いろんな意

味で相撲界を引っ張っていかないといけないし、

国民の皆さんの目標にもなって欲しいと思いま

す。けがをしないで、大関時代のようにみんな

に愛され、長く相撲を取ってもらいたいです。

　（稀勢の里関の幼少期について）

　けがをしにくい丈夫な身体を作るため、しっ

かりした食事を心掛けました。また、相撲だけ

でなく、あらゆるスポーツをさせていました。

根本洋治牛久市長

　稀勢の里関の横綱昇進を心からお

祝い申し上げます。牛久市出身の稀

勢の里関が横綱昇進を果たしたニュースは、全国

に深い感動と熱い歓喜の渦を巻き起こしました。

横綱が中学生時代に書いた作文の「努力で天才に

勝ちます」という言葉は、当時から日本の横綱に

なるに相応しい、誠に素晴らしい精神を持ってい

たことをうかがわせます。19年ぶりの日本出身横

綱の誕生が牛久市、茨城県はもちろん、日本全国

の人々に元気と活力を、そして笑顔をもたらしま

した。ここから優勝を積み重ね、日本中を更に元

気にしてくれることと信じています。

（1986年7月3日～）

本名は萩
はぎわら

原寛
ゆたか

。身長187cm、体

重175kg。平成14年春場所で鳴門

部屋から初土俵。17歳9カ月の新

十両、18歳3カ月の新入幕はいず

れも貴乃花に次ぐ史上2位の若さ。

平成22年九州場所で白鵬の連勝

を63で止めた。23年九州場所後に

大関昇進。平成29年1月21日、初

場所で念願の初優勝。同年1月25

日、第72代横綱となる。平成27年

から牛久市観光大使を務める。

関係者の皆さんにお話を聞きました！

～稀勢の里郷土後援会～
　横綱稀勢の里関をみんなで応援しましょう！会員様限定の

5大特典もあります。（会費1口：個人3,000円、法人10,000円）

①稀勢の里関も来る「総会・激励会」のご案内、②1・9月の東京場

所「観戦ツアー」のご案内、③東京場所の番付プレゼント（年3回）、

④会報送付（年2回）、⑤直筆サイン入り法被の購入権（予約販売）

※ただし、①、②については別途参加費が掛かります。

＜問い合わせ先＞稀勢の里郷土後援会事務局

　　　　　　   （市民活動課内）☎873-2111内線1634、1635

この度の稀勢の里関横綱昇進に関連するイベントにつきましては、大盛況のうちに無事終了する

ことができました。ご協力いただいた全ての方に感謝を申し上げます。

※有限会社加藤石材工業 代表 加藤一氏

から稀勢の里郷土後援会への寄贈。

第72代横綱 稀勢の里関

牛久駅東口駅前広場
に設置されました
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再生紙、環境に優しい植物油インキを使用しています。

■発行・編集　牛久市市民活動課

　〒300-1292 茨城県牛久市中央3丁目15番地1

　TEL 029-873-2111 FAX 029-873-2512　HP http://www.city.ushiku.lg.jp/
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平成27年5月うしく・鯉まつり
牛久市観光大使任命式

平成25年2月一日警察署長

平成28年6月稀勢の里郷土後援会総会・激励会

平成28年6月
稀勢の里郷土後援会総会・激励会

平成29年1月25日横綱昇進伝達式 平成29年1月25日横綱昇進伝達式
平成29年1月大相撲一月場所
後援会観戦ツアー時の取組

平成29年2月9日横綱昇進牛久市役所表敬訪問平成29年1月27日明治神宮 奉納土俵入り

平成29年1月22日大相撲一月場所千秋楽
牛久市役所パブリックビューイング 横綱白鵬関に勝った瞬間

広報うしく平成28年6月号表紙
「牛久の好きなところ」を聞かれて

平成27年10月
FMうしくうれしく放送に出演

平成16年7月萩原関郷土後援会
設立時 関正夫会長と

平成24年4月
後援会の法被にサイン

平成27年10月一日警察署長
県警音楽隊と共演

平成23年12月大関昇進牛久市役所表敬訪問 稀
勢
の
里
関

私
た
ち
の

郷
土
の
誇
り 第

72
代
横
綱


